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小学生の頃から将来の目標をしっかり立て、それに 

向かってコツコツ努力をしてきた大谷選手…。自分の 

立てた目標を一つ一つ達成しながら、ついに、夢だっ 

たドジャーズ入団を果たしました。そんな大谷選手が 

日本全国の小学校、約二万校に 3個ずつ、グローブを 

プレゼントしてくれました。庄内西小学校には、年末 

に届いたので、始業式でお披露目しました。「夢や目標に向かってあきらめずに頑張ろう！」

という大谷選手からのメッセージをしっかり受け取ってほしいと思います。 

「３つしかないグローブを、どうやってみんなが使えるようにするのか？」については、  

     全校児童にとったアンケートをもとに、代表委員  

  が集まって、話し合いをしました。その結果、 

６年⇒１年⇒５年⇒４年⇒３年⇒２年 の順で、 

一週間ごとに回していくことになりました。 

卒業が近いからということで、最初にグローブ

に触れることができた 6年生…。1年生にキャッ 

チボールの仕方を教える優しい姿も見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 15日(月),17日(水),19日(金)の登校時間帯に、計画委員 

による募金活動が行われました。たくさんの募金が集まりました。 

 

 

 

Unicef 募金は『日本ユニセフ協会』へ、 

令和６年能登半島地震募金は『日本赤十字社』へ送金しました。 

ご協力 ありがとうございました。 

 

 

６月に小学校５年生を対象に行った『全国体力・運動能力、運動習慣等調査』の結果に 

ついてお知らせします。この結果は、子どもたちの体力や運動能力、運動習慣のすべてを  

表すものではありませんが、分析結果については、今後の教育活動に生かしていきたいと 

思います。 

      

【男子】 
◎握力 ◎上体起こし  

◎ソフトボール投げ 

【女子】 

◎握力 ◎上体起こし 

 

『俊敏性』や『跳躍力』、『走る力』を高めるためには、体育の時間や運動会・持久走 

記録会などの行事に向けての取り組みだけでなく、日頃からの運動習慣を見直すことが 

重要と考えます。「おにごっこ」や「なわとび」等、休み時間に外遊びをするよう積極的 

に呼びかけたり、児童会主催の「大なわ大会」のようなイベントを開催したりすることで 

運動が好きな子どもに育てていきたいと思っています。 

 

 

持久走記録会は『人と順位を競うのではなく自分の記録を伸ばす』ことが目標です。  

学校では、本番に向け、無理のない速さでペースを保ちながら走る練習をしています。  

 

令和６年（2024年）２月５日発行         校長 西口肇子 

 

学校教育目標「豊かな心と 確かな学力 つながりあう学校」 

 

 

カラー版は『http://www.toyonaka-osa.ed.jp/cms/shonai-n/』でご覧ください。 

 

Unicef(ユニセフ募金）⇒１８６７９円 

令和６年能登半島地震募金⇒３９０５０円 

 

 

 

 

   

 

  

 

＊校名について 

12月 19日の教育委員会議において、校名が『豊中市立庄内よつば学園』に 

決まりました。このあと、3月議会において正式に決定されるそうです。  

＊「標準服」に関するアンケートについて 

教職員向けのアンケートはすでに終わっています。近々、児童/生徒向けと 

保護者向けのアンケートが行われる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男子/女子ともに】 

   △２０ｍシャトルラン

△５０ｍ走   

△立ち幅跳び 

△反復横跳び  

 

開始時刻 学年 距離 場所 

8：45 ～ 4年生 
1.5ｋｍ 

庄内西小学校運動場 
9：15 ～ 3年生 

9：45 ～ 2年生 
1.0ｋｍ 

10：15 ～ 1年生 

11：00 ～ 5年生 
2.0ｋｍ ★神崎川河川敷 

11：30 ～ 6年生 

★詳しい場所(地図)は、1/30に送信済みのコドモンにてご確認ください。 
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